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第 1 章 総則 

（趣旨） 
第 1 条 この規則は，鳥取大学教育デザイン本部（以下「本部」という。）の副本部長の業務及びユニッ

トに関し，必要な事項を定めるものとする。 
 

第 2 章 副本部長 
（副本部長の配置及び職務）  

第 2 条 本部に置く副本部長は，教学担当，グローバル担当及び教育人材担当とする。  
2 副本部長は，本部長補佐と協力の上，本部の業務を掌理する。  
3 各副本部長の業務は，次のとおりとする 
一 教学担当は，エンロールメントマネジメントユニット，アドミッションユニット，リベラルアー

ツ＆データサイエンスユニット，スチューデントサポートユニット及びキャリアサポートユニット

を所掌する。 
二 グローバル担当は，グローバル教育ユニット，国際交流ユニット及び国際連携管理ユニットを所

掌する。 
三 教育人材担当は，地域教育ユニット及びインクルーシブ教育ユニットを所掌するとともに，こど

も・若者コモンズの管理・運営を総括する。 
 

第 3 章 ユニットの目的・業務 
（ユニットの目的及び業務） 

第 3 条 本部に置くユニットは，互いに連携し，教育デザイン本部の目的を達成するために必要な業務

を行う。 
2 ユニットの業務に関連する施設・スペースの愛称は，別表に定める。 
 
（エンロールメントマネジメントユニット） 

第 4 条 エンロールメントマネジメントユニットは，全学的な教育方針の企画・立案及び教育プログラ

ムの自主的な質保証・質向上支援を目的として，次の業務を行う。 



一 教学マネジメントの実施・運営に関すること。 

二 教育の内部質保証（自己点検・評価）の実施・運営に関すること。 

三 エンロールメント・マネジメントの実施・運営に関すること。 

四 学修成果の可視化に関すること。 

五 全学的な FD・SD の企画・実施及び学部・研究科等との調整支援に関すること。 

六 大学院における共通教育の企画・開発に関すること。 

七 スタディサポートステーションの運営に関すること。 

八 その他エンロールメントマネジメントユニットの目的を達成するために必要なこと。 

 
（アドミッションユニット） 

第 5 条 アドミッションユニットは，入学者選抜に係る制度改善及び円滑な実施並びに学生募集を

目的として，次の業務を行う。 
一 学生募集の企画・立案及び実施に関すること。 

二 入試の実施に関すること。 

三 入試情報の提供，広報に関すること。 

四 入学者選抜方法等の調査研究に関すること。 

五 アドミッションオフィスの運営に関すること。 

六 その他入学者選抜に関して必要なこと。 

 
（リベラルアーツ＆データサイエンスユニット） 

第 6 条 リベラルアーツ＆データサイエンスユニットは，共通教育の円滑な実施，数理・データサイエ

ンス及びＡＩ教育の推進を目的として，次の業務を行う。 
一 全学共通教育の企画，運営及び実施に関すること。 

二 専門教育と全学共通教育との連携に関すること。 

三 外国語，健康スポーツ科学教育の企画及び実施に関すること。 

四 数理・データサイエンス及びＡＩ教育に係る企画・実施に関すること。 

五 数理・データサイエンス及びＡＩ教育に係る教育プログラムの企画・開発に関すること。 

六 スタディサポートステーションの運営に関すること。 

七 その他リベラルアーツ＆データサイエンスユニットの目的を達成するために必要なこと。 
 
（スチューデントサポートユニット） 

第 7 条 スチューデントサポートユニットは，学生生活支援全般に係る事項の企画・開発による学生

支援活動の充実に寄与することを目的として，次の業務を行う。 
一 学生サポートオフィス及び学生相談室の運営に関すること。 

二 障がい学生の修学支援等に関すること。 

三 学生への経済的支援に関すること。 

四 学生の課外活動支援に関すること。 

五 鳥取大学学寮の運営に関すること。 

六 その他スチューデントサポートユニットの目的を達成するために必要なこと。 



2 スチューデントサポートユニットに，次のセクションを置き，セクションに関し必要な事項は，別に

定める。 
 一 学生支援セクション 
二 学生相談セクション 
三 障がい学生支援セクション 

3 学生サポートオフィスに，米子分室を置き，米子地区における第 1 項第 2 号に掲げる業務を行う。 
 
（キャリアサポートユニット） 

第 8 条 キャリアサポートユニットは，キャリア教育及び就職支援の充実に寄与することを目的とし

て，次の業務を行う。 
一 キャリア教育の企画・実施に関すること。  

二 就職に係る企画・実施に関すること。  

三 キャリアサポートステーションの運営に関すること。 

四 その他キャリアサポートユニットの目的を達成するために必要なこと。 
 
（グローバル教育ユニット） 

第 9 条 グローバル教育ユニットは，本学の国際化に係る企画・立案，グローバル人材育成の推進を目

的として，次の業務を行う。 
一 海外派遣・国際共修等に係る企画・立案及び実施に関すること。 
二 学生の海外派遣に係る相談及び指導助言に関すること。 
三 キャンパスの国際化に係る企画・立案に関すること。 
四 海外派遣・国際共修等に係る評価及び調査に関すること。 
五 グローバルイニシアティブの運営に関すること。 
六 その他グローバル教育ユニットの目的を達成するために必要なこと。 
 
（国際交流ユニット） 

第 10 条 国際交流ユニットは，外国人留学生への教育 ・指導助言等及び国際交流の推進を目的として，

次の業務を行う。 
一 外国人留学生の受入れに係る企画・立案及び実施に関すること。 
二 外国人留学生等に対する日本語・日本事情教育及び修学・生活上の指導助言に関すること。 
三 地域における国際化の推進に関すること。 
四 留学生教育等に係る調査研究に関すること。 
五 グローバルイニシアティブの運営に関すること。 
六 その他国際交流ユニットの目的を達成するために必要なこと。 

 
（国際連携管理ユニット） 

第 11 条 国際連携管理ユニットは，国際連携の強化及び安全保障貿易管理等のコーディネートを目的

として，次の業務を行う。 
一 学術交流協定等のコーディネートに関すること。 
二 安全保障貿易管理等のコーディネートに関すること。 



三 同窓会海外支部のコーディネートに関すること。 
四 グローバルイニシアティブの運営に関すること。 
五 その他国際連携管理ユニットの目的を達成するために必要なこと。 
 
（地域教育ユニット） 

第 12 条 地域教育ユニットは，教員養成等の企画・調整及び地域教育に資する人材の養成を目的とし

て，次の業務を行う。 
一 教員養成に係る学士課程，大学院課程教育の企画・立案及び実施に関すること（地域教員希望枠

に関することを含む）。  
二 教員養成カリキュラムの開発・編成及び調査研究に関すること。  
三 地域教育に係る現職教員等の研修に関すること。 
四 教職相談室に関すること。 
五 地域教育に係る調査研究に関すること。 
六 教員養成コモンズの運営に関すること。 
七 こども・若者コモンズの運営に関すること。 
八 教員養成・研修及び地域教育に係る教育委員会等との連携に関すること。 
九 その他地域教育ユニットの目的を達成するために必要なこと。 
 
（インクルーシブ教育ユニット） 

第 13 条 インクルーシブ教育ユニットは，附属学校園と連携した教育実習の企画・立案及び初等・中

等教育におけるインクルーシブ教育の推進を目的として，次の業務を行う。 
一 附属学校園との連携に関すること。 
二 教育実習及び介護等体験の企画・立案・実施協力に関すること。 
三 学生ボランティアの推進に関すること。 
四 インクルーシブ教育に係る現職教員等の研修に関すること。 
五 インクルーシブ教育に係る調査研究に関すること。 
六 教員養成コモンズの運営に関すること。 
七 こども・若者コモンズの運営に係る教育委員会等との連携に関すること。 
八 その他インクルーシブ教育ユニットの目的を達成するために必要なこと。 

 
第 4 章 ユニットの組織及び運営 

（ユニット構成員） 
第 14 条 各ユニットは，次に掲げる構成員をもって組織する。 
一 ユニット長 
二 ユニットの専任教員 
三 ユニットの業務に関係する兼務教員 
四 その他本部長が必要と認めた者 

 
（ユニット長） 



第 15 条 ユニット長の業務及び指名については，鳥取大学教育デザイン本部規則（令和 8 年鳥取大学

規則第 号。）第 9 条に定めるところによる。 
2 ユニット長の任期は，2 年とし，再任されることができる。ただし，当該ユニット長を指名した本部

長の任期の範囲内とする。 
3 ユニット長は，ユニットの構成員を招集し，ユニット会議を開くことができる。 
4 ユニット会議は，次に掲げる事項を審議する。 
一 中期目標・計画に関すること。 
二 管理運営及び業務に関すること。 
三 自己点検・評価に関すること。 
四 予算及び決算に関すること。 
五 その他ユニット長が必要と認める事項 
 

第 5 章 その他 
（事務） 

第 16 条 ユニットに関する事務は，学生部において処理する。 
 
（雑則） 

第 17 条 この規則に定めるもののほか，ユニットに関し必要な事項は，当該ユニットを所掌する副本

部長が定める。 
 

附 則 
1 この規則は，令和 8 年 4 月 1 日から施行する。 
2 鳥取大学教育支援・国際交流推進機構高等教育開発センター規則（令和 3 年鳥取大学教育支援・国

際交流推進機構規則 2 号），鳥取大学入学センター規則（平成 29 年鳥取大学教育支援・国際交流推進

機構規則 5 号），鳥取大学教育支援・国際交流推進機構教養教育センター規則（平成 29 年鳥取大学教

育支援・国際交流推進機構規則 6 号），鳥取大学教育支援・国際交流推進機構データサイエンス教育セ

ンター規則（令和 3 年鳥取大学教育支援・国際交流推進機構規則 3 号），鳥取大学教育支援・国際交流

推進機構学生支援センター規則（平成 29 年鳥取大学教育支援・国際交流推進機構規則 7 号），鳥取大

学教育支援・国際交流推進機構教員養成センター規則（平成 29 年鳥取大学教育支援・国際交流推進機

構規則 8 号），鳥取大学教育支援・国際交流推進機構キャリアセンター規則（平成 29 年鳥取大学教育

支援・国際交流推進機構規則 9 号）及び鳥取大学教育支援・国際交流推進機構国際交流センター規則

（平成 29 年鳥取大学教育支援・国際交流推進機構規則 10 号）は廃止する。 
  



別表 
ユニット 関連する施設・スペース 

エンロールメントマネジメントユニット 
リベラルアーツ＆データサイエンスユニット 

スタディサポートステーション 

アドミッションユニット アドミッションオフィス 
スチューデントサポートユニット 学生サポートオフィス 
キャリアサポートユニット キャリアサポートステーション 
グローバル教育ユニット 
国際交流ユニット 
国際連携管理ユニット 

グローバルイニシアティブ 

地域教育ユニット 
インクルーシブ教育ユニット 

教員養成コモンズ 
 こども・若者コモンズ 

 






